






























































































































































































 7）　文部科学省『諸外国の教員』，国立印刷局，平成 18 年，137 頁。
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図８　教員養成から採用までのプロセス 8）
 8）　文部科学省『諸外国の教員』，国立印刷局，平成 18 年，163 頁。


















ミネソタ州では 125 時間の研修が求められ，最低 90 時間は A から D の領域での研











































































































バーデン・ヴュルテンベルク州 6＋ 1 3 3
バイエルン州（学校フォーラム） 3 3 3
ベルリン市 4 4 4
ブランデンブルク州 5 5 5
ブレーメン市 4～ 12 2 ～ 6 2 ～ 6
ハンブルク市 3～ 5＋ 1 3 ～ 5 3 ～ 5
ヘッセン州（11 ～ 25 人） 1/2 3/10 2/10
メクレンブルク・フォアポメルン州（６～24人） 1/3 1/3 1/3
ニーザーザクセン州（全体会議） 全員 2～ 9 2 ～ 9
ノルトライン・ヴェストファーレン州（６～36人） 1/2 1/3 1/6
ラインラント・プファルツ州 3～ 9 3 ～ 9 3 ～ 9
ザールラント州 4 4 4
ザクセン州 6＋ 1 4 3
ザクセン・アンハルト州（全体会議） 全員 教員の 1/2 教員の 1/2
シュレスヴィヒ・ホルシュタイン州 10 ～ 26 教員と同数 教員と同数
チューリンゲン州 3 3 3
11）　一見真理子編『親の学校参加に関する国際比較研究―学校と親のパートナーシップ関係形
成を中心として―』（平成 11・12・13 年度科学研究費補助金基盤研究（B）（2）最終報告書），
平成 14 年，71 頁。
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平成 14 年，88 頁。
13）　同上書，88 頁。
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（ティーチャーズ・カレッジ）での人材育成というようにより専門性を高めた教育が
求められてきたのである。欧米の教員養成も高度専門職としての教員を養成してきた
のである。このことは次のユネスコの「教員の地位に関する勧告」（1966 年９月 21
日）を見ても明白であろう。
１　定義
本勧告の適用上，
（a）「教員」（teacher）という語は，学校において生徒の教育に責任を持つすべて
の人々をいう。
（b）教員に関して用いられる「地位」（status）という表現は，教員の職務の重要性
およびその職務遂行能力の評価の程度によって示される社会的地位または尊敬，なら
びに他の職業集団と比較して教員に与えられる労働条件，報酬その他の物質的給付等
の双方を意味する。
３．指導的諸原則
６　教育の仕事は専門職とみなされるべきである。この職業は厳しい，継続的な研
究を経て獲得され，維持される専門的知識および特別な技術を教員に要求する公共的
業務の一種である。また，責任をもたされた生徒の教育および福祉に対して，個人的
および共同の責任感を要求するものである。
５．教職への準備
25　教員養成機関の教員は，高等教育と同等のレベルで，その専門について教えう
る資格をもたなければならない。教育学諸教科の担当教員は，学校での授業経験をも
たなければならない。そして可能なところでは学校での授業義務を補うことによって
定期的にこの経験が再強化されなければならない。
７．雇用とキャリア
47　専門職としての行為違反の責を負うべき教員に適用される懲戒措置は明確に規
定されなければならない。懲戒手続，およびすべての決定された措置は，授業活動の
禁止が含まれているか，あるいは生徒の保護又は福祉がそれを必要とする場合を除い
て，その教員がそれを要求するときにのみ公表されなければならない。
９　効果的な授業と学習のための条件
85　教員は価値のある専門家であるから，教員の仕事は，教員の時間と労力が浪費
されないように組織され援助されなければならない。
これらの規定は，この勧告が，政府内会議で決定されたことからわかるように，世
界共通のものとして広く認識されている。そのため，専門職としての教職は，その養
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成段階から，また現職教育の点からも，厳しさが求められている。これらの厳しさの
中から，教員自身が自己研鑽し，より高度な職業人となることが求められている。
（たなか　けいじろう　兼担研究員）
